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これからずっと幸せになるための恋愛講座 

～自立・結婚・愛をキーワードに～        

 

クイズ「初めて付き合った男性と結婚」と宣言し、実行した女性タレントは？ 

① 恋愛は大切、でも、結婚の準備体操。大切なのは準備体操でなく試合での勝利。 

② 恋愛も性も結婚（男女が共に人生を生きること）のため！ 

 

聖書のことば（創世記２：２４） 

「それで、人はその父と母を離れて、妻と結び合い、一体となるのである」 

 

父と母を離れて（自立）→結び合い（結婚生活）→一体となる（性生活）の３ステップ。 

 

（１）自立、親離れ「その父と母を離れて」～自立を大切に 

親を離れるための準備（学習・勉強）＞結婚のための準備（恋愛や個人交際） 

恋愛優先、学習軽視で大人になると→自立不足、不幸な結婚生活？ 

恋愛経験値向上＜自立度向上 

 

当世刷り込みパターン：「好きになる→告白する→付き合う→セックスする→（別れる）」 

→思考力低下、学ばない恋愛、片想いは人を育てるのに・・・。 

 

愛の比較検討：彼氏の愛ＶＳ神様（or 伴侶）の愛（死んでくれる？一生変らない？） 

 

自立度（自己管理能力、責任能力・判断力）を高めずに、恋愛に没頭するリスクは？ 

 実例：少女マンガの性描写（そのまま再現）、携帯電話を介しての性（通話→妊娠？） 

 

（２）結婚生活「結び合い」～将来の結婚や愛を大切に 

「結婚したら一人前」ではなく「一人前になってから結婚」 

結婚とは？自立した男女が心と体を一つにしてパートナーとして生きる契約関係。 

恋愛感情（心を一つ）、性欲（体を一つ）は、結婚した夫婦の絆作りのため！ 

 

日本社会の恋愛観と性意識～マスコミが指針で芸能人が模範？ 

「エッチ」を普及させたのは？ →明石家さんまさん 

「でき婚」を容認のきっかけは？→安室奈美恵さん 

「不倫は文化」を広めたのは？ →石田純一さん 

共通点は？この恋愛観、性意識で歩めばどうなる？ 

「好きになる→告白する→付き合う→セックスする→（別れる）」の繰り返しって・・・

（来年は別れているかも？別の相手と同じこと？それって愛？） 
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知って欲しい男女の違い（女性が感じるように男性は感じないのだ！） 

女性は「始まりの性」。セックスをすると、心も一つに。気持ちは↑ 

男性は「終わりの性」。セックスをすると、心が離れ気味、気持ちは↓ 

 

こうした男女の違いからか、１０代でセックスをすると、約８０％は半年以内で別れる。 

交際を深めたいならセックスしないこと。半年延長のために体を差し出すのか？ 

                   半年の賞味期限で体を求めるのか？ 

 

（３）性生活「一体となるのである」～将来の性生活といのちを大切に 

心も体も一つにするのは、①男女がともに生きる絆づくりのため。 

②いのちを生み出し、共に育てるため。 

 

いのちへの責任を大切に。 

一人の真面目女子高生の実例：携帯購入→出会い→妊娠・・・・ 

愛し合っていたらいい？→自由には責任が伴う！（しかも命への厳粛な責任） 

いのちを産み育てられない関係や状況でのセックスは無責任では？ 

（１０代の妊娠の７０％は、結果的に中絶に） 

 

将来の性生活を大切に 

アメリカで最も性生活の満足度が高いのは、どんな人たち？ 

芸能人たちの嘘「いろんな人とエッチして、一番いい人と結婚したら・・・」 

相互独占的関係の意味は？（聖書のルールは最高の幸せのため） 

 

焦って不本意な性体験をしている高校生の実態 

（資料）「社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会・全国高校生の生活・意識調査」 

 自らの初交に対しての高校生の評価。男女とも１割程度が後悔、男子は３割強、女子

の４－５割は「どちらとも言えない」と回答。分析者は後悔と疑問と解釈し、焦燥化の

影響を示唆。 

「体験していない自分は、カッコ悪い、いけてない」と思わせるのは、大人の嘘と罠。 

 

マスコミは伝えない量・質ともに世界最低の日本の性 

「好きになる→告白する→付き合う→セックスする→別れる」が結婚に及ぼす影響は？ 

「アロンアルファー」の「ポストイット化」なのでは？ 

（資料）２００７年イギリス企業による世界主要２６カ国への調査によれば日本は・・・ 

 世界一のセックスレス率、年間性行為は４６回、性生活満足度１５％は共に世界最低。 

  

アピール：自分と大切な人の将来のために 

 テレビや友人から見聞きする価値観で恋愛や性の世界を歩めばどうなる？ 

 「今、どんな恋愛をするか」は将来の自分、結婚相手、与えられる子どもにまで責任。 

 聖書のルールは一見不自由だけど、不幸から守り、将来に幸せと深い喜びを与える。 

 「今だけ」「その時だけ」でなく、「これからずっと幸せな恋愛」の指針は聖書に。 


